
次世代につなぐ産業創出
地域の活性化を図り、次の若い世代に魅力的な産業をいかに創出できるか ――。

町では、商工会と連携して産業振興に取り組む生産者や事業者を応援する取り組みを進めています。

セミナーや経営塾、各事業を活用してまちの未来を見据え挑戦する人たちの取り組みをお伝えします。

豊かな錦江町を引き継ぐために

柿迫農園 農園主  柿迫 光樹 さん

　

鹿
屋
農
業
高
校
を
卒
業
し
、
今
年

で
就
農
４
年
目
の
22
歳
で
す
。
田
代

地
区
の
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

が
夢
で
、
高
齢
者
が
耕
作
で
き
な
く

な
っ
た
農
地
を
借
り
受
け
て
、
米
や

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
里
芋
な
ど
約
10
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
１
人
で
耕
作
し
て
い
ま

す
。
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
収
益
を

上
げ
て
い
く
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
勉
強
し
た
い
と
思
い
、
農
業
経

営
塾
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

優
れ
た
経
営
者
の
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
経
営
理
念
や
将
来
的
な
事
業

計
画
、
生
産
コ
ス
ト
管
理
の
重
要
性

を
実
感
し
ま
し
た
。ま
た
、塾
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
町
内

の
農
業
者
と
出
会
い
、
交
流
が
図
れ

た
こ
と
も
収
穫
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
取
り

入
れ
、
儲
か
る
農
業
を
実
践
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
田
代
地

区
は
面
積
の
小
さ
な
農
地
が
多
い
。

農
地
の
集
約
化
、
作
業
の
効
率
化
を

進
め
な
が
ら
、
錦
江
町
の
農
業
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

農
業
経
営
塾
を
通
じ
て

未
来
の
先
進
農
業
を
描
く

KAKIZAKO TERUKI

令和元年度は町内専業農家 10 名が入塾しました。
12 月から３月にかけて全５回の体系的なカリキュ
ラムで経営理念やマーケティング、ビジネスモデ
ルの創出などを受講。他県の先進農家がゲスト講
師として登壇する講義もあり、最終回は各自計画
を発表。個別経営相談もあり参加費は無料で実施。

鹿屋農業高校卒業後に田
代地区で就農。水稲やブ
ロッコリー、里芋など露
地野菜を中心に生産して
いる。農地の集約、機械
化による作業効率化を図
り儲かる農業を目指す。

先進農業や経営戦略を農業経営塾で学ぶ

農業経営塾

interview

次世代につなぐ産業創出クローズアップ

　
家
業
で
あ
る
茶
製
造
を
引
き
継
ぎ
、

美
味
し
い
お
茶
を
作
る
た
め
に
農
林

水
産
省
の
試
験
場
で
あ
る
金
谷
茶
業

研
究
拠
点
（
静
岡
）
で
2
年
間
学
び

ま
し
た
。
茶
価
が
低
迷
す
る
厳
し
い

状
況
で
、
昨
年
度
、「
錦
江
町
特
産

品
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
を
受
講

し
、
生
産
者
自
ら
が
栽
培
か
ら
製
茶

ま
で
の
こ
だ
わ
り
や
美
味
し
さ
を
伝

え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
学
び
を
踏
ま
え
、
今
年

度
は
、
商
工
会
や
県
、
町
の
事
業
を

活
用
し
て
、
こ
だ
わ
り
の
生
産
方
法

を
消
費
者
に
伝
え
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
、

展
示
会
へ
の
出
展
、
台
湾
の
市
場
調

査
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
特
に
商
工
会
の
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
経
営
指

導
員
の
方
に
非
常
に
熱
心
な
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
展
示
会
に
出
展

し
た
結
果
、
商
談
も
成
立
し
て
新
た

な
販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
米
国
視
察
や

米
国
の
茶
商
と
の
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
海
外
へ
の
販
路
開
拓
に
つ
い
て

展
示
会
出
展
や
海
外
視
察

見
え
て
き
た
課
題
に
挑
む

（株）今隈製茶  代表取締役 今隈 幸洋 さん

農林水産省の試験場で学び、日
本手もみ製茶技術資格を取得。
独自の肥料設計で魚粕や油粕な
ど配合した発酵ぼかし肥料を使
い、お茶がのびのび育つ環境づ
くりを心がける。有機栽培にも
取り組み、オーガニックの緑茶
や紅茶、烏龍茶づくりも始める。

昨年 10 月８日から３日間、福岡国際センターで開催
された「Food Expo Kyusyu2019」の商談会に参加
した今隈さん。２日目の個別商談で大分県の企業と
商談が成立し、今春から出荷をスタート。出展者同
士の情報交換も貴重な経験になったと振り返ります。

商談会やイベント販売
などで商品ＰＲに活用
するリーフレットも制
作。鹿児島の気候や地
質、栽培方法のこだわ
りまで伝わる仕上がり。

小規模事業者持続化事業補助金を活用して制作した商品パッ
ケージ。100g のリーフ茶用とティーバッグ用の計３種類。

小規模事業者持続化事業補助金を活用

2019.10.8-10 福岡国際センター
Food Expo Kyusyu 2019

３g×15P３g×40P深むし茶 100g
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は
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
や
可
能
性
も

見
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
国
内
外
へ
の
販
路
開
拓
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

深むし茶
ティーバッグ

小
規

模
事

業
者

持
続

化
事

業

interview
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